
Q1103．道路附属物にどのポールアンカーを使えばよいの？ 

A1103．当社製品ポールアンカーシリーズはすべて鋼製のため、コンクリート基礎に比べ、

省スペース設置が可能、工期短縮（即日建柱）が可能となります。ポールアンカーの対象

となる道路附属物と適用の目安について、表 1 に示します。また、防護柵（フェンス）、道

路反射鏡の基準関係において仕様例として記載する基礎寸法と当社製品ポールアンカーの

基礎寸法の比較を以下に示します。

表 1 ポールアンカーの対象構造物と適用の目安 
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●防護柵（フェンス）

準拠する基準に、防護柵の設置基準・同解説 1)があり、一般的な歩行者自転車用柵の支

柱埋込み例に当社製品ポールアンカー0 型の基礎寸法を記載したものを表 2 に示します。 

表 2 従来基礎とポールアンカー0 型の比較 

注) 1 E は土中埋込み，C はコンクリート根固め，W は橋梁，高架，擁壁などの構造物

上に設置する場合である。

2 根固め寸法の A は幅，B は長さ，t は高さである 

3 *1 の値は路肩側方余裕 100mm 以上 500mm 未満，のり勾配 1:1.5 より緩やかで中位

以上の地耐力を有する土質条件 (N 値 10 程度の砂質地盤) の場合である。 

4 ( )の値は，路肩側方余裕 500mm 以上で中位以上の地耐力を有する土質条件 

(N 値 10 程度の砂質地盤) の場合である。 

5 支柱緒元には，積雪荷重は考慮されていない。なお，除雪作業などに支障となる

場合には，着脱可能な構造を検討してもよい。
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●道路反射鏡

道路反射鏡の準拠する基準に道路反射鏡設置指針 2) があり、基礎については、｢道路附

属物の基礎について｣（昭和 50 年 7 月 15 日付け建設省道企発第 52 号建設省道路局企画課

長通達) (以下，通達という) に従うことになっております。通達に記載する基礎の標準寸

法と当社製品ポールアンカー10 型・ルーツの基礎寸法を比較したものを表 3 に示します。

なお、ポールアンカー10 型はメッキ処理なし、ポールアンカールーツはメッキ処理あり

の製品となります。

表 3 従来基礎とポールアンカー10 型・ルーツの比較 
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φ 60 60 70
80 90 90

100 120 100
60×45 60 80
60×50 60 80
66×51 90 80
75×55 90 90
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67×54 60 70

89.5×71.6 90 90
112×89.6 120 100

φ 60 90 90
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